
(3) 監督会議

日 時 ８月 19 日（土）15:30～16:30

場 所 埼玉県スポーツ総合センター 会議室 301・302

（埼玉県立武道館併設）

〒362-0032 上尾市東町 3-1679

(4) 開会式

日 時 ８月 20 日（日）９:00～

場 所 埼玉県立武道館 主道場

〒362-0032 上尾市東町 4-1877

（（2233））ララググビビーーフフッットトボボーールル競競技技

１１  期期  日日  少 年 男 子 2023 年８月 25 日（金）・27 日（日） 

成年男子・女子 2023 年８月 26 日（土） 

２２  会会  場場  熊谷スポーツ文化公園ラグビー場 Ｂ・Ｃグラウンド 

〒360-0004 熊谷市上川上 300 ℡:048-526-2004 

３３  種種別別及及びび参参加加人人員員  

種 別 監 督 選 手 参加都県 小 計 合 計 
本大会

出場枠 

成年男子 １ 10 ８ 88 

368 

３ 

女  子 １ 10 ８ 88 ３ 

少年男子 １ 23 ８ 192 ２ 

  (注)成年男子については、監督が選手を兼ねる事ができる。 

女子については、監督が女子の場合、選手を兼ねることができる。 

４４  競競技技上上のの規規程程及及びび方方法法  

(1) 2023 年度版 World Rugby 競技規則による。

(2) 試合時間は、下表のとおりとする。

種  別 前 半 休 憩 後 半 

成年男子 ７人制 ７分 ２分以内 ７分 

女  子 ７人制 ７分 ２分以内 ７分 

少年男子 15 人制 25 分 ５分 25 分 

(3) 成年男子・女子の試合形式について

４チームずつ２グループの総当たり戦によるリーグ戦を行い、各グループ

１位２チームと２位同士の勝者１チームの３チームを代表とする。 

各プールにおける順位の決定は、各リーグ全試合の勝ち点の合計により決

定する。 

各試合の勝ち点は、勝ち（不戦勝含む）３点、引き分け２点、負け１点、

棄権（不戦敗含む）０点とする。 

なおリーグ戦終了時点で、２つ以上のチームが勝ち点数が同じ場合は、下

記の基準と順序に従い決める。  

① 各プールでの、当事チーム間で勝利したチームを上位とする。

② 各プールでの、当事チーム間の勝敗が同じ場合は、次の手順で上位チー

ムを決める。

a) 各プール全試合の得点数と被得点数の差が最も大きいチームを上位

とする。 

b) 各プール全試合のトライ数と被トライ数の差が最も大きいチームを

上位とする。 



c) 各プール全試合で得点数が最も多かったチームを上位とする。

d) 各プール全試合で最もトライ数の多かったチームを上位とする。

e) 上記基準を用いてもなお順位が付けられない場合は抽選で順位を決

める。 

③ 各プール２位同士の試合において同点の場合、次の方法で決める。

a) トライ数の多いチーム。

b) トライ数も同数の場合は、トライ後のゴール数の多いチーム。

c) 上記の方法で決定できない時は、抽選によって決める。

(4) ７人制の場合の選手の「入替（戦略的）」と「交替（負傷交代）」

① リザーブ選手は、1 チームあたり４名以内とし、「入替（戦略的）ならび

に交替（負傷交代）」は合わせて最大５回までとする。入替（戦略的）によ

り退出した選手は、出血した選手が発生した場合、一時的に交替し再度そ

の試合に加わっても良い。また、（A）相手の不正なプレーによる退場、ま

た（B）ヘッドインジャーによる退場が発生した場合、交替し再度その試合

に加わっても良い。（（A）・（B）の交替は５回に含まれない）。負傷交替で退

出した選手はいかなる理由があってもその試合に再び加わることはでき

ない。 

② ブラッドビン（出血処理による一時的交替）

③ 出血処置による一時的交替は 15 分以内、（15 人制同様ルール／ランニ

ングタイムで計測）止血処置は、原則チームドクターが対応することとし、

再出場の判断は、マッチドクター及び第３アシスタントレフリーの確認を

必要とする。なお、チームドクターがいない場合はマッチドクターが対応

する。 

(5) 少年男子の試合形式について

トーナメント方式とする。

各４チームのトーナメント戦を行い、各１位の２チームを代表とする。 

トーナメントにおいて規定時間内に、同点のため次の試合への出場チーム

が決まらない場合及び順位を決めなければならない場合、次の順序で決める。  

① 総トライ数の多いチームを上位とする。

② 総トライ数も同じ場合は、ペナルティトライ数の多いチームを上位とす

る。 

③ 総トライ数もペナルティトライ数も同数の場合は、トライ後のゴール数

の多いチームを上位とする。 

④ 上記の方法で決定できない時は、抽選によって次回への出場を決める。 

(6) 罰則

① 同一試合で同一選手にイエローカードが２枚示された場合、その場で退

場となる。 

② レッドカードが示された場合、その場で退場となる。

③ 上記①②に加え、イエローカードが累積３枚になった場合、最低 1 試合

と次戦に出場することはできない。４枚目以降も同様とする。（大会規律

委員会にて裁定）

※シンビン、レッドカード（退場）は本ブロック大会のみに適用されるも

のとする。

５５ 参参加加資資格格・・所所属属都都県県及及びび選選手手のの年年齢齢ににつついいてて

特別国民体育大会関東ブロック大会総則８に定めるもののほか次による。

(1) 少年男子・女子（高校生）

高校生の場合は、所属する都県ラグビーフットボール協会長が人物、身体、

学業など適当であると認めた者とする。

(2) 監督

チームの監督は、(公財)日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づ

く、公認ラグビーフットボールコーチ３［(公財)日本ラグビーフットボール

協会強化コーチ]、公認ラグビーフットボール４のいずれかの資格を有する

者とする。

(3) その他

(公財)日本スポーツ協会規定および (公財)日本ラグビーフットボール協

会選手・役員規定に違反する者は参加できない。

６６ 参参加加上上のの注注意意事事項項

(1) 少年男子・女子（19 歳未満）は、必ずヘッドギア（※WR 競技に関する規

定第 12 条に適合する WR マークが付いたヘッドギア）・マウスピースを着用

すること。

(2) アシスタントレフリーは大会本部で行う。

(3) 少年男子・成年男子・女子ともに、セーフティーアシスタントはチーム

で準備することを原則とする。ただし、大会本部に事前に連絡があれば、大

会本部で行う。

(4) 競技中及びその前後に使用するユニフォーム類には、胸に所属する都県

名を必ず明示すること。

(5) その他、参加資格に疑義のある場合は大会本部で裁定する。

７７ 参参加加・・宿宿泊泊申申しし込込みみ手手続続きき

(1) 特別国民体育大会関東ブロック大会総則、宿泊要項を熟読の上、参加者

負担金を納入し、参加申込等は所定の WEB ページにアクセスし、必要事項を

入力の上、申込締切日までに手続きを完了すること。

(2) 宿泊等業務取扱機関は「株式会社ＪＴＢ埼玉支店」とする。

(3) 登録選手の変更

① 代表者会議の前日までに埼玉県ラグビーフットボール協会事務局に所

定の用紙をメールにて提出し、本部の承認を受ける。

（一社）埼玉県ラグビーフットボール協会 E-Mail:srfu@rugby-saitama.jp

② 本部は代表者会議で変更点を発表する。これ以降の変更は認めない。



c) 各プール全試合で得点数が最も多かったチームを上位とする。

d) 各プール全試合で最もトライ数の多かったチームを上位とする。

e) 上記基準を用いてもなお順位が付けられない場合は抽選で順位を決

める。

③ 各プール２位同士の試合において同点の場合、次の方法で決める。

a) トライ数の多いチーム。

b) トライ数も同数の場合は、トライ後のゴール数の多いチーム。

c) 上記の方法で決定できない時は、抽選によって決める。

(4) ７人制の場合の選手の「入替（戦略的）」と「交替（負傷交代）」

① リザーブ選手は、1 チームあたり４名以内とし、「入替（戦略的）ならび

に交替（負傷交代）」は合わせて最大５回までとする。入替（戦略的）によ

り退出した選手は、出血した選手が発生した場合、一時的に交替し再度そ

の試合に加わっても良い。また、（A）相手の不正なプレーによる退場、ま

た（B）ヘッドインジャーによる退場が発生した場合、交替し再度その試合

に加わっても良い。（（A）・（B）の交替は５回に含まれない）。負傷交替で退

出した選手はいかなる理由があってもその試合に再び加わることはでき

ない。

② ブラッドビン（出血処理による一時的交替）

③ 出血処置による一時的交替は 15 分以内、（15 人制同様ルール／ランニ

ングタイムで計測）止血処置は、原則チームドクターが対応することとし、

再出場の判断は、マッチドクター及び第３アシスタントレフリーの確認を

必要とする。なお、チームドクターがいない場合はマッチドクターが対応

する。

(5) 少年男子の試合形式について

トーナメント方式とする。

各４チームのトーナメント戦を行い、各１位の２チームを代表とする。

トーナメントにおいて規定時間内に、同点のため次の試合への出場チーム

が決まらない場合及び順位を決めなければならない場合、次の順序で決める。

① 総トライ数の多いチームを上位とする。

② 総トライ数も同じ場合は、ペナルティトライ数の多いチームを上位とす

る。

③ 総トライ数もペナルティトライ数も同数の場合は、トライ後のゴール数

の多いチームを上位とする。

④ 上記の方法で決定できない時は、抽選によって次回への出場を決める。

(6) 罰則

① 同一試合で同一選手にイエローカードが２枚示された場合、その場で退

場となる。

② レッドカードが示された場合、その場で退場となる。

③ 上記①②に加え、イエローカードが累積３枚になった場合、最低 1 試合

と次戦に出場することはできない。４枚目以降も同様とする。（大会規律

委員会にて裁定） 

※シンビン、レッドカード（退場）は本ブロック大会のみに適用されるも

のとする。

５５  参参加加資資格格・・所所属属都都県県及及びび選選手手のの年年齢齢ににつついいてて 

特別国民体育大会関東ブロック大会総則８に定めるもののほか次による。 

(1) 少年男子・女子（高校生）

高校生の場合は、所属する都県ラグビーフットボール協会長が人物、身体、

学業など適当であると認めた者とする。 

(2) 監督

チームの監督は、(公財)日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づ

く、公認ラグビーフットボールコーチ３［(公財)日本ラグビーフットボール

協会強化コーチ]、公認ラグビーフットボール４のいずれかの資格を有する

者とする。 

(3) その他

(公財 )日本スポーツ協会規定および (公財 )日本ラグビーフットボール協

会選手・役員規定に違反する者は参加できない。 

６６  参参加加上上のの注注意意事事項項  

(1) 少年男子・女子（19 歳未満）は、必ずヘッドギア（※WR 競技に関する規

定第 12 条に適合する WR マークが付いたヘッドギア）・マウスピースを着用

すること。 

(2) アシスタントレフリーは大会本部で行う。

(3) 少年男子・成年男子・女子ともに、セーフティーアシスタントはチーム

で準備することを原則とする。ただし、大会本部に事前に連絡があれば、大

会本部で行う。 

(4) 競技中及びその前後に使用するユニフォーム類には、胸に所属する都県

名を必ず明示すること。 

(5) その他、参加資格に疑義のある場合は大会本部で裁定する。

７７  参参加加・・宿宿泊泊申申しし込込みみ手手続続きき  

(1) 特別国民体育大会関東ブロック大会総則、宿泊要項を熟読の上、参加者

負担金を納入し、参加申込等は所定の WEB ページにアクセスし、必要事項を

入力の上、申込締切日までに手続きを完了すること。 

(2) 宿泊等業務取扱機関は「株式会社ＪＴＢ埼玉支店」とする。

(3) 登録選手の変更

① 代表者会議の前日までに埼玉県ラグビーフットボール協会事務局に所

定の用紙をメールにて提出し、本部の承認を受ける。  

 （一社）埼玉県ラグビーフットボール協会 E-Mail:srfu@rugby-saitama.jp 

② 本部は代表者会議で変更点を発表する。これ以降の変更は認めない。



８８  組組合合せせ抽抽選選会会  

(1) 少年男子 日 時 ５月 22 日(月) 15:00

場 所 秩父宮ラグビー場内クラブハウス２Ｆ 

(2) 女  子 日 時 ６月 10 日(土) 17:00 

  場 所 日本青年館 

９９  代代表表者者会会議議  

(1) 少年男子 日 時 ８月 24 日(木)  15:00  

  場 所 熊谷スポーツ文化公園ラグビー場 Ａグラウンド 

 記者会見室 

  〒360-0004 熊谷市上川上 300 

(2) 成年男子 日 時 ８月 25 日(金) 15:00 

 女  子 場 所 熊谷スポーツ文化公園ラグビー場  Ａグラウンド  

 記者会見室 

  〒360-0004 熊谷市上川上 300 

（（2244））ススポポーーツツククラライイミミンンググ競競技技

１１ 期期 日日 2023 年７月８日（土）・９日（日）

月日

種別
７月８日（土） ７月９日（日）

成年女子
・受付

・審判員総務

委員会議

・監督会議

・開始式

リード競技 ボルダー競技
・審判員総務

委員会議

・表彰式

少年男子 リード競技 ボルダー競技

少年女子 リード競技 ボルダー競技

２２ 会会 場場 Climb Park Base Camp 入間店

〒358-0002 入間市東町 7-1-7 ℡：04-2968-3818

３３ 種種別別・・種種目目及及びび参参加加人人員員

種 別 種 目 監督 選手 参加県数 小計 合計
本大会

出場枠

成年女子
・リード

・ボルダー

１ ２ ８ 24

72

３

少年男子 １ ２ ８ 24 ３

少年女子 １ ２ ８ 24 ３

４４ 競競技技上上のの規規程程及及びび方方法法

特別国民体育大会関東ブロック大会スポーツクライミング競技実施要領に

よる。なお、ここに定められた以外の事項については、公益財団法人日本山岳・

スポーツクライミング協会が定めた現行の競技規則による。

参加選手は 2023 年度公益財団法人日本山岳・スポーツクライミング協会に

選手登録を行っていなければならない。

５５ 参参加加資資格格、、所所属属都都県県及及びび年年齢齢基基準準

(1) 特別国民体育大会関東ブロック大会総則８に定めたところによる。少年

男女については、中学３年生の参加を認める。

(2) 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づ

く、公認山岳コーチ１、公認山岳コーチ２、公認山岳コーチ３、公認山岳コ

ーチ４、公認スポーツクライミングコーチ１、公認スポーツクライミングコ

ーチ２、公認スポーツクライミングコーチ３、公認スポーツクライミングコ

ーチ４のいずれかの資格を有していなければならない。

６６ 種種別別総総合合順順位位のの決決定定方方法法

令和５年（2023 年）４月１日から施行する公益社団法人 日本山岳・スポー




